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 糖尿病患者におけるインスリンー{屯11の
 血中消失速度について
 .血中インスリンの動態に関する問題は,インスリンが発見されて以来関心が持たれているが,
 血中インスリンの定量が困難であったために不明の点が多かった。1951年放射性ヨードを標
 識したインスリン1511が開発されて以来,これを用いて血中インスリンの動態に関する研究が
 行なわれるようになった。更に近年これを用いての免疫学的なインスリンの微量定量法が確立さ
 れるに至って・研究は一段と発展した。
 インスリンー1511は,正確にはインスリンの誘導体であるが,代謝過程に於いても内因性イン
 スリンと,差異は認められないとされている。in▽itrOでinvivoでもこれを用いて代
 謝を検討する場合の多ぐは,放射能を三塩化酢酸上清分画と沈澱分画に分けて測定しているが,
 前者はインスリンー15弩の分解産物の放射能を,後者はインスリンー15て1を含むものとされて
 レ、る。
 免疫学的測定法によると,糖尿病患者の中には空腹時の血中インスリンが高値を示すものがあ
 ることが知られている。著者はこれらの原因を究明するために,インスリンー1511を正常者,
 糖尿病患者,肝疾患々者の静脈内に注射して研究を行なった。甲状腺へのて5て1のとり込みを阻
 止するために,検査前日{%NaI液5M4を服用せしめた。インスリンー15往は8pecific
 ac七ivi七y5皿cπ9のものを用い,この10～20μcを生理食塩水5π4で稀釈静注し,
 注射後15分,う。2・4・8・24時間にヘパリンを用いて採血した。血漿2副を10%三塩
 化酢酸で遠心沈澱せしめ,その沈澱物の放射能を測定した。注射後45分の放射能測定値に対す
 る各々の採血時間の放射能測定値の百分率を算出し,インスリンー刷1の消失速度をみた。そし
 て正常者では4時間値がもっともぱらつきが少なかったので・これをエnsulinDegraこa一
 七i⑤ロRate(以下工DRと略す)とした。
 まず正常考究4例のインスリンー個1の血中消失の経過をみると,平均値が注射後1時間で
 42%,2時間26%,4時間14%,8時間ア%となる。また正常者群肝疾患群,糖尿病者
 群を比較すると,ごの順序で血中消失が遅延する。中でもインスリン治療糖尿病群は最も遅延し
 ていることが分つた。正常者,肝疾患々者,インスリン末治療糖尿病,インスリン治療糖尿病の
 工DRを比較すると・正常者に対レ・各群とも有意の差で高ぐバそ'の中でもインスリン治療糖尿
 病群は末治療群に対しても有意に高値である。
 -150一
 ,
標
が
さ
 ^
■
■
■
・
'
 ン
代
て
ら
 一
L
 一
「
『
 ぐ
'
 昏
吐
r
 糖尿病患者をインスリン抗体の有無により分けてエDRを比較すると,1%以下の危険率で有
 意の差があり,インスリン抗体陽性者が高い。インスリン抗体に関する因子としては,インスリ
 ン投与期間,インスリン投一与量などが考えられるが,投与期間が長くなればインスリン抗体を生
 じ,エDRも高くなる。しかしインスリン投与量はエDRに関係ない。血中インスリンの高いも
 のはエDRが高いが,これもインスリン抗体と密接な関係がある。インスリン抗体はエDRに強
 く影紛るので・エD取関与する購をみるに1ま・.イン刈ン抗体雛者を除いて鰍し謝
 ればならない。
 年令と.エDRの関係をみると,インスリン抗体陽性者を除いてみても,高令者に梢高い傾向が
 みられる。罹病期間の長いものはインスリン抗体陽性者を除いても,有意にエDRが高い。
陣
 体重指数とエ■てR≧の間には関係は剃られない。また空腹時血糖値・耐糖能指数・血液脂質・
 血清蛋白などについて.IDRをみても閥係はたい。
 インスリン抗体陽性者を除いたものでゴ糖尿病合併症とIDRの関係をみると,蛋白尿陽性者,
 psp試験異常者,糖尿病性網膜症を有する.ものでは工DRは高い。しかし腎生検の組織所.晃と
 は一'致しない。
 また・ブドウ糖負荷試験からタた卑症度とエDRには関係はみられなかった。
 以上の結果から,インヌリンー{511の血中消失速度は世常者よりも,糖尿病者では明らかに
 遅いことがわかった。その原因としてはインスリン抗体の影響が最も強い。インスリン治療者は
 インスリン抗体を有するものが多く,そのために消失速度が遅麺してくる。しかしインスリン抗
 体の無い糖尿病でも,、,正常者よりは明らかに遅く,これらは罹病期間が長く,尿蛋白陽性者,糖
 尿病性網膜症を有するもので,すなわち糖尿病性血管合併症を有するものは,消失速度が遅延す
 る傾向があるo
 f組中インスリンは,肝,.腎などで多く分解されるが,著者の成績では肝疾患群のインスリンー
 1511の消失速度は遅延するが,糖尿病で肝機能瞳害をみたものでは,正常者と差はなかった。
 これは肝障害が軽度なためと考えられる。
 一151一
 審'門"査結果の要旨
 著者はインスリン[1511を正常者,糖尿病患者,肝疾患々者の静脈内に注射して研究を行な
 っているが,イソスリンー1引工はspecificaC七ivi七y5耽O/恥穿のものを用い,こ
 の10～20μeを隼埋食塩水5耽Zで稀釈静注し,注射後45分の放射能測定値に対する各々
 の採血時間の放射能測定値の百分率を算出し,インスリンー刷工の消失速度を測定したところ,
 正常者では4時間値がもっともぱらつきが少なかったので,これを工n8ulinDegradaむi-
 QnRa七eとした。
 著者の成績ではインスリンー畑工の血中消失速度は正常者よりも,糖尿病者では明らかに遅
 いことがわかった。その原因としてはイ'ンスリン抗体の影響が最も強いが,イン.スリン治療者は
 インヌリソ抗体を有するものが多く,そのためπ消失速度が遅延してくる。しかしインスリン抗
 体の無い糖尿病者でも,正常者よりは明らかに遅く,これらけ罹病期間が長くp尿蛋白陽性者,,
 糖尿病性網膜症を有するもので,ずなわち糖尿病性血管合併症を有するものは,消失速度が遅延
 する傾向がある。、
 血中インスリンは,肝,腎などで多く分解されるもので,著者の成績では肝疾患群のインスリ
 ンー1MIの消失速度は遅延するが,糖尿病で肝機能障害をみたものでは,正常者と差はなかっ
 た。
 依って本論文は学位を授与するに値するものと詰める。
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